
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年９月 

神奈川県総務局組織人材部行政管理課 

資料１ 

経営改善目標の達成に向けた 
 

取組状況について 

○（公財）神奈川芸術文化財団 

○（公財）かながわトラストみどり財団 

○（福）神奈川県総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ事業団 
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％

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

100.0

３年度自己評価

○当財団は、神奈川県立県民ホール本館（以下「県民ホール」という。）、神奈川芸術劇場（以下「芸術劇
場」という。）及び県立音楽堂（以下「音楽堂」という。）の３施設の指定管理を一体的に行っているほか、
神奈川県の文化事業の受託など、県の文化施策と連動した事業取組を行っている。さらに「かながわ文化芸術
振興計画」（以下「計画」という。）において、施策の推進体制の一翼を担う文化芸術団体として当財団が明
記されたことから、教育施設や福祉施設等との連携による計画の推進が求められている。
〇新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年度以降も引き続き感染状況に応じた収容人数の制限、来
館者の感染防止のための措置等が必要となることが想定される。そのため、感染状況を踏まえながら、適切な
感染対策を行うなど県民の方々が安心して利用、鑑賞できる環境を整えた上で、入場者数、利用率、利用料金
収入を回復させる必要がある。
〇計画の施策展開の基本的な視点の一つである「文化芸術を通じて、共生社会の実現を後押しする」ととも
に、当財団の重点テーマ「あらゆる人々へ開かれた場」の実現を目指すため、これまで各施設で行ってきたソ
フト・ハード面でのバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化をさらに推進する必要がある。そのため、令和
３年度から当財団本部に社会連携ポータル課を立ち上げ、障がい者や外国人を対象にした鑑賞サポートなどこ
れまで各施設が個別に実施してきた取組を当財団全体で進めることで、誰もが文化芸術に親しむことができる
環境づくりを強化していく。
〇計画の施策展開の基本的な視点の一つである「文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわいをつくり出
す、マグネット・カルチャーを推進する」ため、各施設における主催事業の実施にとどまらず、小中学校に文
化芸術の担い手を派遣するアウトリーチ事業などの学校教育へのアプローチ、オペラ及び演劇などの各施設主
催事業の県内巡回公演等を実施することで、地域のにぎわいの創出に貢献していく。

600,000,000

項目 令和７年度令和６年度

633

自己評価（目標未達の場合はその理由）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国及び
県の基本方針等に基づき、感染対策として財団主催公
演、貸館公演のいずれも収容率や人数を制限するなど
の対応を行った。
　そのため、芸術劇場は貸館公演の集客が好調であっ
たことなどにより目標値を上回ったものの、県民ホー
ル及び音楽堂は目標値に到達せず、３館合計でも目標
値より３万人余り低い結果となった。
　しかし、令和２年度の入場者数157千人と比較する
と大幅に入場者数が増加しており、国及び県の基本方
針等に基づき、適切な感染対策を実施しながら来館者
の増加に取り組むことができたと考える。
　また、令和２年度に引き続き、一部の公演において
感染対策及び広報活動の一環としてオンライン配信を
実施し、来館によらない鑑賞機会の提供や、劇場・事
業の魅力のアピールに努めた。

（様式６）

経営改善目標の達成に向けた取組状況

電話番号

理事長　玉村 和己

２　法人運営における現状の課題

神奈川県横浜市中区山下町３－１

来館者数（入場者数）

平成5年10月25日

県出資率

代表者名

令和３年度 令和５年度

　　円600,000,000 円

【県民サービスの向上】

Ｂ

１　法人の概要（令和４年７月１日現在）

045-663-3711

設立年月日

所在地

基本財産等

1

　引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止策を講じ、来館者及び利用者の安心安全を
確保しながら施設運営を行っていく。
　主催事業においては、観客を入れての公演実施
を基本としつつ、オンライン配信等の手法につい
ても、感染状況に応じて引き続き取り入れてい
く。

３　経営改善目標の達成に向けた取組実績等

令和４年度

法人名 　（公財）神奈川芸術文化財団

県出資額

単位

　*  項目ごとに、下段の（　）内に目標を、上段に実績を記載してください。

738
千人

1,055949

今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

844

602

-3-



No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

令和３年度配信等視聴者数実績（有料・無料合わせて／３
館合計／人（回））　10,561

３年度自己評価

自己評価（目標未達の場合はその理由）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

76.5 85.0

今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言
等により、期間中の施設利用の新規予約を停止するな
どの対応を行ったものの、施設利用における感染対策
ガイドラインの随時改定や周知、その他適切な感染対
策に取り組んだことにより、一定の利用率を維持する
ことができ、全ての施設で目標値を上回った。
　特に芸術劇場においては、令和３年度は例年行って
きた特定貸館公演がなかったものの、各方面への営業
に努めた結果、１週間～１か月の比較的長期の貸館を
多く誘致でき、利用率は目標値を大幅に上回った。

　利用率は、新型コロナウイルス感染症の感染状
況による影響を大きく受けることが予想される
が、感染対策ガイドラインの見直し等、感染状況
に合わせた適切な感染対策に取り組み、利用率の
回復に努める。

備考

ホール利用率＝利用日数／利用可能日数

ホ
ー

ル
利
用
率

備考

94.3

項目 単位

県民ホール
（大ホール）

％

65.0

Ａ

49.2 57.4 65.6 73.8 82.0

芸術劇場
（ホール）

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国及び
県の基本方針等に基づき、感染対策として財団主催公
演の収容率や人数を制限するなどの対応を行ったもの
の、感染対策を講じながら、多くの公演で予定どおり
観客を入れて実施することができたため、入場者数が
目標値を上回った。
　当財団のミッションを踏まえ、各施設での創造性の
高い良質な公演や展覧会等の開催のみならず、県内各
地への巡回公演、小中学校へのアウトリーチ等の学校
教育へのアプローチ、専門人材の育成事業等様々な観
点から事業を展開し、多くの人々に当財団の事業を届
けることができた。

　引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染状
況を注視しながら、多角的に事業を展開してい
く。

項目 単位

2

51.0 59.5 68.0 76.5 85.0

音楽堂
63.4

51.0 59.5 68.0

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 ３年度自己評価

3

主催事業における入場
者

人
75,145

Ａ
49,940 58,830 67,720 76,610 88,900

備考

３館以外の県内で実施した巡回公演、アウトリーチ等（３
館合計）
巡回公演：５プログラム８地域
アウトリーチ：２プログラム５地域
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

項目 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 ３年度自己評価

4

多言語（やさしい日本
語も含む）による情報
発信実施事業

事業
13

Ａ
10 10 15 15 15

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　各施設の主催公演の一部において、英文の解説やプ
ロフィール等をホームページや当日配付パンフレット
へ掲載したほか、県民ホールの「オープンシアター
2021」においては、やさしい日本語による案内文の作
成や英語、中国語、韓国語を話せるスタッフを配置す
るなどの取組を積極的に行った結果、目標値を上回っ
た。

　外国人や言語に助けを必要とされる方々に対し
ても文化芸術に親しむ機会を提供することは、共
生社会の実現に向けて重要な取組であることか
ら、今後も公演における多言語字幕の提供のほ
か、様々な可能性を検討していく。

備考

　これらの取組のほかにも、財団及び各館のホームページ
は、英語、中国語(簡体・繁体)、韓国語、ベトナム語の自
動翻訳に対応している。

項目 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 ３年度自己評価

5

ホール・劇場を開く企
画及び施設見学会等プ
ログラムの実施

回
41

Ａ
22 22 36 36 36

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　県民ホールにおける「オープンシアター2021」、音
楽堂における「子どもと大人の音楽堂」「建築見学ツ
アー」、芸術劇場における「フレンドシッププログラ
ム」等、劇場が「あらゆる人々に開かれた場」である
ことに視点を置いたプログラムを各館において展開し
た。
　特に芸術劇場の「フレンドシッププログラム」で
は、施設内のオープンスペースのアトリウムにおい
て、様々なプログラムを展開したほか、定期的に開催
した劇場内バックステージツアーに加え、劇場周辺の
遺構をめぐるガイドツアーを実施する等積極的にプロ
グラムを展開し、実績値は目標値を大幅に上回った。

　引き続き、劇場が「あらゆる人々に開かれた
場」になることを目指し、様々な取組を行ってい
く。
　令和３年度は新型コロナウイルス感染症の感染
対策の観点から、鑑賞型のプログラムや密となり
にくい施設見学ツアー等が中心となったが、今後
は感染対策を行いながら、ワークショップ、トー
クセッション等の参加型プログラムも取り入れて
いくことを検討する。

備考

項目 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 ３年度自己評価

6

学校教育へのアプロー
チ（エデュケーション
アプローチ）の実施

回
7

Ａ
2 3 6 6 6

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　音楽堂のアウトリーチ事業のほか、芸術劇場では県
立高校の校外学習を受け入れ、劇場見学や芸術監督に
よる解説等を実施した。
　音楽堂のアウトリーチ事業は、当初は新型コロナウ
イルス感染症の影響により、実際に学校を訪問しての
実施は難しいことを想定していたが、秋期に学校側と
の調整により複数の地域の学校で実施が可能となった
こと、また地域の文化財団と協働したことで、当該地
域での実施が可能になり、実績値は目標値を大幅に上
回った。

　アウトリーチ事業においては、従来型の児童や
生徒に向けた実演・体験型のプログラムに加え、
教員に向けた指導法のワークショップ等のプログ
ラムも取り入れていく（令和３年度も教員向けの
プログラムを計画していたが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大の影響により、オンラインで
の実施となった）。
　また、特別支援学校に対しては、現段階では感
染予防の観点から実施が難しいことから、今後状
況を見ながら検討していく。

備考
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

○第４期指定管理期間に合わせて策定した、令和３年度から令和７年度までの第６次経営改善計画の初年度と
して、経営改善目標の達成に向けた取組を行った。
○主催事業に関しては、令和２年度は多くの事業の延期、中止等が生じたが、令和３年度は適切な感染対策を
講じることで、多くの公演で予定どおり観客を入れて実施することができた。
○貸館においても、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言等により、期間中の施設利用の新規予
約を停止するなどの対応を行ったものの、施設利用における感染対策ガイドラインの随時改定や周知、その他
適切な感染対策に取り組んだことにより、一定の利用率、利用料金収入を得ることができた。
○今後も新型コロナウイルス感染症による影響は一定程度続くものと想定されるが、感染状況並びに国及び県
の方針を考慮しつつ、適切な感染対策を行い、来館者の安心安全を確保しながら、文化芸術活動を止めること
なく、県民の方々が安心して芸術活動に参加し、鑑賞できる機会の提供を続けていく。
〇３館がそれぞれ取り組んできた①専門人材育成プログラム、②学校教育へのアプローチ、③あらゆる人々が
芸術文化に親しめることを目指すインクルーシブアプローチ、④地域との連携を強化する機能について、これ
まで培った知識や経験を新規立ち上げ部門である「社会連携ポータル」部門に集約し、その機能を強化した。
それにより、普段から劇場で公演を鑑賞される方だけでなく、障がい者、外国人、高齢者から子どもまで、あ
らゆる人々に開かれた場とすることを目指し、計画における施策の推進体制の一翼を担う取組を継続してい
く。

1

単位

416,700 463,000

今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）自己評価（目標未達の場合はその理由）

Ａ

４　取組実績等についての総括（法人）

【収支健全化に向けた経営改善】

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言
等により、期間中の施設利用の新規予約を停止するな
どの対応を行ったものの、適切な感染対策に取り組ん
だことにより、一定の利用率を維持することができ、
その結果、３館とも目標値を上回り、合計では目標値
を大幅に上回った。

　利用料金収入は、令和４年度も、新型コロナウ
イルス感染症拡大の状況による影響を大きく受け
ることが予想されるが、適切な感染対策や利用者
サービスの向上を図ることにより、利用料金収入
の回復に努めていく。

277,800 324,100 370,400

令和７年度 ３年度自己評価

利用料金収入 千円

項目 単位

令和６年度

３年度自己評価令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

令和３年度 令和４年度

412,764

令和５年度

備考

項目

2

小口寄附件数 件
17

Ａ
14 19 26 36 50

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　インターネットによる小口寄附の獲得は減少したも
のの、新型コロナウイルス感染症の影響による主催事
業の中止等において、チケット料金を払い戻さずに寄
附する制度の周知、活用に取り組んだことにより、実
績値は目標値を上回った。

　小口寄附の獲得については、現在の寄附対象事
業や寄附システムの見直しを行い、より魅力のあ
る事業内容を打ち出していくとともに、寄附のし
やすいシステム、制度について検討していく。

備考
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◯令和３年度は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う収容率や人数の制限がある中
で、感染対策を講じながら施設の管理運営を行い、ホール利用率・主催事業における入場者数・利用料金収入
等について目標値を達成したことは評価できる。
◯また、新たな指定管理期間に入るに当たり、令和３年度に当該財団本部に社会連携ポータル課を設置し、年
齢や障がいなどにかかわらず、子どもから大人まで誰もが文化芸術に親しめる環境づくりに組織全体で取り組
んでいるが、これは公の文化施設という性質や県の計画や施策とも合致し、当該財団の特筆すべき点と言え
る。
◯今後も感染対策を実施しながら、施設の管理運営を適切に行うとともに、県の文化施策の一翼を担う団体と
して、文化芸術の力で人を引きつけ、地域のにぎわいを創出するマグカルや共生社会の実現に寄与する取組を
継続していただきたい。

評価結果

６　第三セクター等改革推進部会の総合評価・今後の取組に向けた意見

５　取組実績等についての総括（所管課）
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％

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

自己評価（目標未達の場合はその理由）

ホームページの改善、SNSの情報発信の強化に努めたと
ころ、スマートフォン等からのアクセス件数が増加し
たため、Ａ評価とした。

新型コロナウイルス感染症の対策を取り組みなが
ら、小規模なイベントの開催及びインターネット
等を活用した会員募集に努める。

200 210 120

（トラスト緑地保全支援
会員）

人

（様式６）

経営改善目標の達成に向けた取組状況

電話番号

理事長　川本　守彦

２　法人運営における現状の課題

横浜市西区岡野２－１２－２０

90.4

３年度自己評価

　長期債券（20年債、30年債）を購入し、基本財産の運用益増加のための工夫を行っているが、低金利により
厳しい状況である。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種イベントの中止や縮小により、会費収入などの減少
及び今後、県からの補助金の減少が見込まれる中、当財団の進める県民との協働による身近な緑地保全、森林
の整備や地域緑化の推進は厳しい財政環境である。
　そのため、引き続き新規会員の獲得に努めるほかに、会員等に緑地保全への支援会費及び寄附金への協力
を、より一層積極的に呼び掛けている。緑の募金収入は、街頭募金が減少しているため、引き続き企業、学校
等への協力要請を行う。

300,000,000

15,390

332,000,000 円

【県民サービスの向上】

17,246

１　法人の概要（令和４年７月１日現在）

２年度

備考

３　経営改善目標の達成に向けた取組実績等

30年度

2

30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価

150

トラスト会員新規会員数
（普通会員）

人
722 605 514 425 469

500 500

新型コロナウイルス感染症拡大防止により、イベント
等の中止や縮小の影響の中、新規会員数は前年度をや
や上回ったが目標未達のため、Ｂ評価とした。

500 500 500

133

法人名 　（公財）かながわトラストみどり財団

県出資額

単位

ホームページアクセス

昭和60年6月1日

　*  項目ごとに、下段の（　）内に目標を、上段に実績を記載してください。

14,700

14,787 13,726

項目

県出資率

代表者名

29年度 元年度

　　円

15,000

３年度

045-412-2525

設立年月日

所在地

基本財産等

1

件数/
月

備考

130
Ｂ

120 120

今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）自己評価（目標未達の場合はその理由）

項目 単位 29年度

118

14,851
Ａ

今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

14,700

122

15,00014,600
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

　

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

緑の募金、みどりのトラスト会員の募集、財団主催イ
ベントの周知及び団体の情報交換や連携の促進に努め
たところ、目標を上回る参加を得たため、Ａ評価とし
た。

備考

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価

6

みどりの実践団体数
（財団事業に参加する団
体数）

団体数
140 180 223 257 219

Ａ
210 220 190 200 210

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

5

森林インストラクター養
成者数（延べ）
（1期［2年間］35名）

人
497 497 530 530 530

Ａ
496 496 531 531

530
（※２）

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

令和２年度「第17期の森林インストラクター（1年目）
養成講座」の中止により、令和３年度の養成者数に変
更がないため、Ａ評価とした。

備考

※１　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令
　　和２年度は休止した。
※２　令和２年度の休止により、令和３年度は目標数
　　値を566人から530人に変更した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止により企業等が行
う森林活動が見送られたため、Ｂ評価とした。

新型コロナウイルス感染症対策に取り組みながら
活動回数及び参加者の増加に努める。

備考

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度（※１） ３年度 ３年度自己評価

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価

4

森林づくりボランティア
参加者数

人
10,191 10,120 9,171 3,496 4,811

Ｂ
10,500 10,500 10,500 10,500 10,500

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

3

保存契約緑地拡大面積 ㎡
935 519 816 2,386 968

Ａ
500 500 500 500 500

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

葛葉緑地の保存契約面積が目標を上回って拡大したた
め、Ａ評価にした。

備考

令和２年度は久田緑地において、面積が大きい土地を
契約した。

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

４　取組実績等についての総括（法人）

　かながわのナショナル・トラスト運動や県土緑化運動を一層推進するため、普及啓発活動を通じてネット
ワークの拡大を図りながら、寄附金・募金や会員の獲得による資金調達の強化に取り組んできた。しかし、新
型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、イベントの中止や縮小により、会費収入が目標額を下回ったた
め、広報の拡大や退会者を減らすための情報発信を引き続き展開していく。また、自主財源の拡大を図るた
め、財団事業や法人運営への寄附の増強及び企業等からの事業受託の継続に努めた。
　また、緑の募金収入は、引き続き、街頭募金、企業募金・学校募金の拡大に努める。

3

緑の募金収入 千円
20,680 20,816 21,200 17,506 26,030

Ａ
25,000 25,000 21,100 21,400 21,700

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

企業からの大口の募金により目標を上回ったため、Ａ
評価とした。

備考

遺言等による大口寄附があり目標を上回ったため、Ａ
評価とした。

備考

個人 332件
団体  21件

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価

2

寄附金収入
（緑の募金を除く）

千円
9,820 3,348 26,672 9,905 41,600

Ａ
3,200 3,300 3,800 3,900 4,000

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

1

会費収入 千円
17,356 16,995 17,010 16,641 17,856

Ａ
18,000 18,100 17,600 17,800 18,000

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

SDGsに取り組む企業などに広報を強化したところ、コ
ロナ禍の厳しい中、目標に若干届かなかったものの、
過去13年間の会費収入平均額を上回り、かつ最も多い
会費収入を得られたため、Ａ評価とした。

引き続き未納会員を減らすため、口座引落での会
費納入の広報及び新規優待施設の確保、自然観察
会等のイベントの向上に努める。また、SDGsに関
連した企業等へ財団運動のPRを行い、会費収入の
増加に取り組んでいく。

備考

参考：会費収入平均額（過去13年間）17,159千円

【収支健全化に向けた経営改善】

項目 単位 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ３年度自己評価
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５　取組実績等についての総括（所管課）

　小網代の森におけるアカテガニ放仔等のライブ中継などのホームページを通じた魅力的な情報発信や、口座
振替やカード払いなどの会費納入の利便性の向上の取組が功を奏し、「ホームページアクセス数」「トラスト
会員新規会員数」「森林づくりボランティア参加者数」「会費収入」など前年度を上回る実績を上げている。
　特に「緑の募金収入」について過去５年間で最大の収入実績であり、努力を大いに評価したい。
　令和４年度～６年度の経営改善目標において、目標の達成に向けた一層の取組とかながわのナショナル・ト
ラスト運動の一層の普及が求められており、所管課として目標達成に向けて協力していく。

６　第三セクター等改革推進部会の総合評価・今後の取組に向けた意見

評価結果
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％

●　福祉施設機能の充実

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

令和３年度退所者９名中、
家庭復帰８名、施設移行１名

５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

(ア)

1

七沢学園(児童)
家庭復帰率

％
88.9

Ａ
81.0 81.0 81.0 81.0 81.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　家庭復帰率の指標としている高等部３年生の進路に
ついては、５名中４名が家庭復帰した。

　高校生への進路指導に関しては、高等部２年生
から協議を始めたことによる、早めのアプローチ
の成果が見られたため、今後も引き続き進路の準
備を早めに取り組む。

備考

　*  項目ごとに、下段の（　）内に目標を、上段に実績を記載してください。

【県民サービスの向上】

項目 単位 ３年度 ４年度

設立年月日

所在地

基本財産等

３　経営改善目標の達成に向けた取組実績等

法人名 　（福）神奈川県総合リハビリテーション事業団

県出資額

昭和48年2月2日

県出資率

代表者名

　　円27,000,000 円

（様式６）

経営改善目標の達成に向けた取組状況

電話番号

理事長　小宮　重寿

２　法人運営における現状の課題

神奈川県厚木市七沢516

37.0

（１）専門職員の確保と育成
　　リハセンターの病院及び福祉施設における重度・重複障害者の家庭復帰など、質の高いサービスを継続し
　て提供し、その役割・機能を発揮し続けるためには、医師をはじめとする多くの専門職の確保と育成が課題
　である。

（２）新たなリハビリテーションサービスの提供
　　県産業労働局が進める「さがみロボット産業特区」における実証実験フィールドとして「ロボットの開発
　」への協力、県スポーツ局が進める「障害者の運動促進に向けた取り組み」への協力、県福祉子どもみらい
　局が進める障害者の「自動車運転再開に向けたプログラム構築」への協力、県健康医療局とともに進めてい
　る「筋電義手の処方訓練」など、県立病院として幅広く行政の課題に協力していく。

（３）安定した経営基盤づくり
　　リハセンターが機能を発揮するためには、専門職員の確保・育成に加え経営の安定化が必要である。セン
　ター全体の自己収入のうち８割を占める病院の利用率の目標と実績に乖離が生じており、患者確保、利用率
　の向上が課題である。
　　また、新型コロナウイルス感染症の拡大や社会情勢等により生ずる社会的危機や経済的危機等の不測の事
　態に備え、収支分析の強化を図るとともに、事業費の効率的な執行等、支出を減少させ、状況変化に対応で
　きる経営基盤の確立が必要になる。

（４）危機管理対策の強化
　　今般の新型コロナウイルス感染症の拡大をはじめ、大規模災害など、今後いつ発生するか分からない危機
　に備え、医療・福祉・教育の施設として、リハセンターの危機管理体制を強化する必要がある。

（５）内部管理体制の強化
　　700人以上の職員が在籍するリハセンターを運営するにあたり、法人のガバナンスの強化を図り、関係
　法令に適切に対応するとともに、より健全な事業運営に向けて取り組むために、不正行為や不祥事などのリ
　スクを減らす必要がある。

10,000,000

１　法人の概要（令和４年７月１日現在）

046-249-2240
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

(イ)

1

七沢学園(成人)
家庭復帰率

％
100.0

Ａ
61.0 61.0 61.0 61.5 61.5

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　家庭復帰のための相談支援事業所や日中活動の事業
所（就労継続Ｂ型事業所等）と連携を取りながら、丁
寧に準備を行ってきたことにより、目標を達成でき
た。

　退所後の生活を計画的に準備するとともに、就
労に向けて事業所と連携し、利用者の希望が実現
するような支援を継続する。

備考

令和３年度退所者10名中、家庭復帰２名、
グループホーム移行８名

　新型コロナウイルス感染予防の観点から、感染予防
に考慮した対応をせざるを得なかったことや、この２
年間で集中療育の積極的な活動紹介をしてこれなかっ
たことにより、４名の受け入れにとどまった。

　世の中の情勢も変化し、放課後デイサービス
等、県下の福祉サービスも充実してきている。
　今後も感染状況を考慮した対応をせざるを得な
いが、児童相談所等に集中療育の活動を紹介する
など協力を願い、利用者の確保に努めていく。

備考

8/3～8/30（２名）、8/3～8/30（１名）、
12/1～2/28（１名）

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

(ア)

3

七沢学園(児童)
集中療育受入

人
4.0

Ｃ
8.5 8.5 8.5 8.5 8.5

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

(ア)

2

七沢学園(児童)
強度行動障害児受入

人
1.0

Ｃ
2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　強度行動障害児は全県で約150名、県央地区にその
18％程度が居住しているとされるが、施設入所はその
うちの６割程度である。最近は施設に入所せず、地域
で支援も受けながら、在宅やグループホームにおいて
居住する方も増えており、そうした傾向は今後とも続
くと考えられる。
※平成29年度神奈川県強度行動障害実態調査結果よ
り。なお、同調査は３年に一度実施されているが、令
和２年度以降は新型コロナウイルス感染症のため実施
されていない。

　対象となる児童の数が少ないため、目標人数の
確保には至っていないが、こうした児童の受け入
れの要望があった場合には、しっかりと対応して
いく。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

備考

(ウ)

1

七沢療育園
超・準超重症児受入

人
11.6

Ａ
10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　令和３年度も新型コロナウイルス感染予防対策で
ショートステイの利用者を制限したため、令和２年度
比で受け入れ数は減少したが、目標値を達成すること
ができた。

　今後は新型コロナウイルスの感染状況にもよる
が、短期ベッド利用枠を増やし運用していく予定
である。

　第三者委員の相談を毎月実施しており、利用者に周
知している。また、半年に一度、苦情解決連絡会を実
施して情報交換を委員同士でも行っている。
　日々の利用者支援についても、虐待防止、身体拘
束、意思決定支援等組織的に職員に理解を促す機会を
設け、利用者支援の質の向上に努めている。

　第三者委員の受け入れや組織内での活動の活性
化を継続していく。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

(ア)
(イ)

4

七沢学園(児童・成人)
満足度調査評点

点
3.4

Ａ
3.1 3.1 3.1 3.2 3.2

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

(イ)

3

七沢学園(成人)
強度行動障害者受入

人
6.0

Ａ
6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　強度行動障害者の行動特性に応じた支援を展開した
ことで、令和３年度も目標を達成できた。

　引き続き、相談支援事業所と行動障害がある利
用者を受け入れていく。

備考

　医療との連携を図り、安定した支援を継続したこと
で、令和３年度も目標を達成できた。

　今後とも連携を継続する。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

(イ)

2

七沢学園(成人)
医療重度者受入

人
5.0

Ａ
3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

●　病院機能の充実

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

　患者の社会復帰を旨とする組織として高度なリハビ
リテーション医療を提供し、患者の地域生活への移行
を支援している。
　高い家庭復帰率を維持するための指標として回復期
リハビリテーション病棟入院料Ⅰを算定し、それを維
持している。

　地域生活への移行については患者や家族の事情
に応じて様々な要望がある。
　家庭生活への復帰のほか、患者・家族の要望に
沿った退院後のあり方を検討し、実現するために
地域連携の取組を強化する。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

1

神奈川リハ病院
家庭復帰率

％
87.5

Ａ
81.0 81.0 81.0 81.0 81.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

(エ)

2

七沢自立支援ホーム
満足度調査評点

点
3.6

Ａ
3.0 3.0 3.0 3.1 3.1

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　第三者委員との相談機会を設定し、その内容を支援
に反映させている。また、接遇や呼称を常に意識する
よう心掛けている取組が評価され、目標を達成するこ
とができた。

　今後とも、利用者支援の質を上げる努力を継続
する。

備考

　肢体不自由部門は27名中25名、視覚障害部門は11名
中９名と、利用者のほとんどは在宅復帰をしている
が、令和３年度は医療機関への入院、施設への移行者
等もおり、目標をわずかに達成しなかった。

　今後もリハビリテーション病院と連携し、各種
リハビリテーションの提供を通じて社会復帰・家
庭復帰を目指す。

備考

肢体不自由部門：92.6％　視覚不自由部門：81.8％

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

(エ)

1

七沢自立支援ホーム
家庭復帰率

％
89.5

Ｂ
91.0 91.0 91.0 91.0 91.0

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

(ウ)

2

七沢療育園
満足度調査評点

点
3.8

Ａ
3.7 3.7 3.7 3.7 3.7

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　令和３年度もコロナ禍であり、令和２年度同様、家
族との面会を制限せざるを得なかったが、リモート面
接や写真、手紙で日常生活を伝える工夫を行ったこと
が評価につながったと思われる。

　今後も家族との丁寧な交流を継続する。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

●　病院の利用率

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

●　福祉の利用率

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

1

神奈川リハビリテー
ション病院
入院患者利用率

％
74.7

Ｃ
90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

2
①

七沢学園(児童)
利用率

％
88.8

Ｂ
98.0 98.0 98.0 98.0 98.0

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　児童相談所との調整において、４月に入所を予定し
ていた利用者26名のうち２名がキャンセルになり、当
初の予定より２名減でスタートした。
　年度途中で他の児童施設より受け入れを図ったもの
の、年度末にかけても退所者が生じ、目標を達成でき
なかった。

　令和４年度は３年度に比べ、１名増でスタート
することができた。児童相談所との連携を強化し
て、利用者受け入れの準備を進める。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

　新型コロナウイルス感染症による影響は大きく、急
性期病院の病床減少、感染への不安感や移動制限、面
会制限は患者の入院敬遠につながった。また、患者を
感染から守るために行った入院前検査の実施、患者の
個室隔離などの徹底した院内クラスター対策は入院患
者の受け入れ数に影響した。

　院内クラスター対策の実施により病院の稼働そ
のものに影響するような感染の拡大は起きていな
い。対策は維持し、重点医療機関協力病院として
の下り搬送患者を積極的に受け入れ、新型コロナ
ウイルスワクチン接種など県内の感染症対策に引
き続き協力する。入院患者の受け入れは感染の収
束を前提に地域連携室により強化していく。

備考

2

神奈川リハ病院
満足度調査評点

点
3.6

Ａ
3.4 3.4 3.4 3.5 3.5

自己評価の理由（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　利用者からの要望や苦情については総合相談室にて
対応を行い、患者支援（サポート）会議を通し回答し
ている。
　意識共通化のため、内容を病院運営会議にて提示
し、各所属の科長クラスと共有することで全体理解を
深めている。

　新型コロナウイルス感染症による環境の変化に
より寄せられる要望や意見の内容は様変わりして
いる。
　面会制限や外出制限による影響は大きく、少し
でも患者・家族の不安感と不自由な環境を解消す
るため、臨機に対応していく。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

【収支健全化に向けた経営改善】
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No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

2
④

七沢自立支援ホーム
利用率

％
64.9

Ｃ
94.1 94.1 94.1 94.1 94.1

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　新型コロナウイルスの感染への不安や、令和３年度
も感染予防のために、外泊や外出の制限を継続したこ
とから、利用率が減少した。

　肢体不自由部門においては、近隣の回復期病院
との連携を強化する。また、視覚障害部門におい
ては、当院の眼科ロービジョンクリニックや地域
の眼科との連携を深め、利用者の確保に努める。

備考

３年度自己評価

2
③

七沢療育園
利用率

％
89.6

Ｂ
97.0 97.0 97.0 97.0 97.0

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　定員40名のうち、短期入所は１名＋空床部分として
いるが、短期入所者の受け入れを十分に行うため、実
態としては短期入所枠を拡大して運用している。
　その中で、短期入所については、新型コロナウイル
ス感染予防対策で一定の制限を行ったため、利用者数
が伸びず、目標を達成することができなかった。

　利用者のニーズを考えると、引き続き短期入所
枠は一定程度確保して運営する必要がある。
　今後も、新型コロナウイルス感染症の拡大状況
を踏まえつつ、長期入所と短期入所がバランスよ
く受け入れられるよう調整していく。

備考

2
②

七沢学園(成人)
利用率

％
96.6

Ａ
93.1 93.1 93.1 93.1 93.1

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　学園成人においては、生活介護、生活訓練事業にお
いて、高い利用率を維持することができた。

　今後も生活訓練事業ではスムーズな入所、退所
計画を立てて展開していく。

備考

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ３年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度
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４　取組実績等についての総括（法人）

評価結果

６　第三セクター等改革推進部会の総合評価・今後の取組に向けた意見

５　取組実績等についての総括（所管課）

〇　令和３年度の経営改善目標の達成に向けた取組実績等の自己評価は、年度モニタリングの評価の目安を参
　考に評価した。目標値に対して達成率100％以上をＡ、85％～100％未満をＢ、85%未満をＣとした。
〇　令和３年度は、神奈川リハビリテーション病院において、新型コロナウイルス感染症の影響がある中、中
　和抗体療法の実施、高齢者及び医療従事者、さらに福祉施設の入所者に加え小児を対象にしたワクチン接種
　の実施など神奈川県の感染症拡大防止対策による施策に積極的に協力を行った。
　　また、感染リスクを見過ごせない中、感染制御室・地域連携室を中心に患者の受け入れを行い、テレビ会
　議システムを利用した事前の入院相談を行うなど、感染対策に努めた上で、利用者サービスを低下させずに
　患者確保を行う取組に注力した。また、リハビリ訓練では感染対策に充分留意した上で、入院患者だけでは
　なく、外来患者に対しても70％程度の割合で訓練を実施した。
〇　福祉施設においても、令和２年度に続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により感染予防対
　策を慎重に取り組み、運営に臨んだ。このことにより、短期入所及び通所利用の制限を継続せざるを得ず、
　施設ごとのばらつきはあったが、全体としては利用率80％を上回った。しかしながら、職員の感染予防対策
　及び利用者の協力により、幸い施設内での利用者感染及び施設内クラスターは発生することなく、利用者の
　安全な生活を維持・継続することができた。
〇　病院及び福祉施設の利用者満足度は、施設内における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に努め、
　時節に応じて利用者に対し外泊・外出の制限等の協力を求めたが、多くの利用者に理解をしていただき、令
　和２年度より若干満足度は向上し、目標値に対してはすべての項目において達成することができた。
〇　令和３年度は病院・福祉施設ともに感染状況の変化を見極めつつ、感染症防止対策を講じながら事業運営
　に取り組む１年となったが、令和４年度は患者・利用者の安心安全を念頭に、これまで培ってきた専門技術
　やノウハウを最大限に活用し、県立施設としての機能を発揮したうえで、経営計画の着実な推進に取り組む
　とともに、利用率の改善や人員配置・業務の効率化を進め、収支健全化と県民サービスの維持向上に取り組
　む。

〇　新型コロナウイルス感染症の拡大により、入院患者や施設入所者に入所前の健康チェックや外泊・外出の
　制限等を行った結果、利用率が前年度を更に下回る厳しい状況となったが、その一方で、患者満足度が高
　評価を維持したことや、センター内で大規模なクラスター等を発生させずに施設運営を行ったことは評価に
　値する。
〇　また、リハ病院においては、前年度に引き続き、帰国者・接触者外来の設置やワクチン接種を継続的に
　行ったほか、重点医療機関協力病院としての役割を拡充させるなど、地域の感染症医療に積極的に協力して
　いる。
〇　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、今後も、施設における感染症の拡大防止に細心の注
　意を払いながら、引き続き施設運営をお願いしたい。
〇　今後とも、県立施設としての機能を発揮するため、これまで培ってきた専門技術やノウハウを最大限に活
　用し、病院が取り組む地域連携の推進などにより利用率の向上を図り、人員配置や業務の効率化を進め、収
　支の健全化と医療・福祉の質の向上の双方に取り組んでいただきたい。
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